
っ
た
。

発
見
場
所
の
正
確
な
位
置
は
、

「
知
っ
て
い
る
が
、
自
分
か
ら
は

言
え
な
い
。
国
立
博
物
館
に
聞

い
て
ほ
し
い
」
と
言
及
を
避
け

た
。同

知
事
は
船
体
発
見
後
の

６
日
、「（
発
見
者
の
米
資
産

家
は
）
８
年
以
上
前
か
ら
武

蔵
を
探
し
続
け
て
き
た
と
い

う
が
、
わ
れ
わ
れ
と
の
情
報

共
有
、
連
携
は
一
度
も
な
か

っ
た
」
と
不
快
感
を
表
明
。

今
後
の
探
査
で
は
、「（
州
政
府

な
ど
と
の
）
連
携
が
重
要
だ
」

と
強
調
し
た
。

知
事
に
よ
る
と
、
ロ
ン
ブ
ロ

ン
州
で
は
戦
後
60
年
を
経
た
２

０
０
６
年
か
ら
、
毎
年
10
月
23

日
に
「
シ
ブ
ヤ
ン
海
戦
」
の
記

念
行
事
を
開
い
て
き
た
。
行
事

の
テ
ー
マ
は
「
平
和
、
調
和
、

協
力
」
で
、
同
知
事
は
「
今
回

の
武
蔵
発
見
で
、
日
本
と
の
友

好
、
協
力
関
係
が
強
ま
る
よ
う

願
う
」
と
話
し
た
。

武
蔵
は
１
９
４
４
年
10
月
24

日
、
姉
妹
艦
大
和
な
ど
と
艦
隊

を
組
み
、
ブ
ル
ネ
イ
か
ら
レ
イ

テ
沖
海
戦
へ
向
か
う
途
中
、
シ

ブ
ヤ
ン
海
で
米
艦
載
機
な
ど
の

攻
撃
を
受
け
て
沈
没
、
乗
組
員

約
１
千
人
が
亡
く
な
っ
た
。

ル
ソ
ン
地
方
ロ
ン
ブ
ロ
ン
州

の
シ
ブ
ヤ
ン
海
で
見
つ
か
っ
た

戦
艦
武
蔵
と
み
ら
れ
る
沈
没
船

に
つ
い
て
、
同
州
の
フ
ィ
ア
マ

ロ
知
事
は
10
日
、
マ
ニ
ラ
新
聞

の
電
話
取
材
に
応
じ
、
国
立
博

物
館
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
船
体
の
保
護
に
努
め
る
考
え

を
強
調
し
た
。

船
体
は
水
深
約
１
千
メ
ー
ト

ル
の
深
海
に
沈
ん
で
い
る
た
め

「
荒
ら
そ
う
と
す
る
者
が
い
た
と

し
て
も
、
到
達
で
き
な
い
だ
ろ

う
」
と
の
見
方
を
示
し
な
が
ら
、

「
時
々
、
発
見
現
場
付
近
に
船
を

送
っ
て
監
視
し
て
い
る
」
と
語

結
婚
し
た
比
日
夫
婦
の
間
に

生
ま
れ
な
が
ら
、
期
限
内
に
出

生
届
を
出
さ
な
か
っ
た
た
め
、

日
本
国
籍
を
喪
失
し
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
籍
の
嫡
出
子
（
婚
内
子
）

が
国
籍
確
認
を
求
め
た
上
告
審

判
決
が
10
日
、
最
高
栽
第
３
小

法
廷
で
あ
っ
た
。
大
谷
剛
彦
裁

判
長
は
「
国
籍
法
12
条
で
定
め

た
国
籍
留
保
規
定
は
憲
法
に
違

反
し
な
い
」
と
す
る
初
判
断
を

示
し
、
原
告
の
訴
え
を
棄
却
し

た
。
第
１
陣
の
提
訴
か
ら
５
年

１
カ
月
、
原
告
敗
訴
が
確
定
し

た
。
裁
判
官
５
人
の
全
員
一
致

の
意
見
。

原
告
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
な
ど

に
在
住
す
る
７
〜
28
歳
の
男
女

15
人
。
い
ず
れ
も
出
生
と
同
時

に
比
日
両
国
籍
を
取
得
し
た
が
、

出
生
後
３
カ
月
以
内
に
在
比
日

本
大
使
館
な
ど
に
出
生
届
を
提

出
し
、
日
本
国
籍
留
保
の
意
思

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
た
め
、

国
籍
法
12
条
と
戸
籍
法
１
０
４

条
の
国
籍
留
保
規
定
で
日
本
国

籍
を
失
っ
た
。

こ
の
た
め
原
告
は
２
０
１
０

年
２
月
に
第
１
陣
（
４
人
）、
同

７
月
に
第
２
陣
（
24
人
）
が
国

籍
留
保
規
定
を
定
め
た
「
国
籍

法
12
条
は
違
憲
」
と
し
て
東
京

地
裁
に
提
訴
し
た
。
し
か
し
併

合
審
理
で
一
、
二
審
判
決
と
も

請
求
を
退
け
棄
却
し
た
た
め
、

最
高
裁
に
上
告
し
て
い
た
。

判
決
は
国
籍
法
12
条
に
つ
い

て
、「
出
生
に
よ
り
外
国
籍
を
取

得
す
る
と
と
も
に
日
本
国
籍
を

取
得
し
て
二
重
国
籍
に
な
る
子

の
う
ち
、
国
外
で
出
生
し
た
子

は
日
本
国
籍
留
保
の
意
思
表
示

を
し
な
け
れ
ば
、
出
生
時
か
ら

国
籍
を
失
う
と
定
め
、
国
内
で

出
生
し
た
子
と
の
区
別
を
設
け

て
い
る
」
と
指
摘
、「
実
体
を
伴

わ
な
い
形
骸
化
し
た
国
籍
取
得

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
弊
害

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
二
重
国
籍

の
発
生
を
で
き
る
だ
け
回
避
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
区
別
に
は
合
理
的
な

根
拠
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

そ
の
上
で
、
届
け
出
期
間
が

３
カ
月
あ
り
、
意
思
表
示
の
方

法
、
期
間
に
も
配
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
日
本
に
住
所

が
あ
れ
ば
、
20
歳
ま
で
に
届

け
出
れ
ば
国
籍
を
取
得
で
き

る
点
を
挙
げ
、「
国
外
と
国
内

で
出
生
し
た
子
の
区
別
を
し
て

い
る
規
定
は
不
合
理
な
差
別
に

は
当
た
ら
な
い
」
と
結
論
付
け

た
。
　

判
決
後
、
東
京
都
千
代
田
区

の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し

た
原
告
代
理
人
の
近
藤
博
徳
弁

護
士
は
「
留
保
規
定
も
知
ら
な

い
で
国
籍
を
失
っ
た
原
告
も
い

る
。
最
高
裁
は
実
態
を
分
か
っ

て
い
な
い
。
上
告
し
て
２
年
経

過
し
期
待
し
て
い
た
が
失
望
し

た
」
と
判
決
を
批
判
し
た
。

（
東
京
支
局
・
富
田
信
吉
）

国
籍
法
規
定
で
奪
わ
れ
た
日

本
国
籍
の
回
復
を
│
│
日
本
国

籍
を
喪
失
し
た
嫡
出
子
（
婚
内

子
）
ら
の
叫
び
が
届
か
な
か
っ

た
10
日
の
最
高
裁
判
決
。
提
訴

か
ら
５
年
に
及
ん
だ
戦
い
の
末
、

敗
訴
と
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
在

住
の
原
告
側
関
係
者
ら
は
「『
自

分
は
日
本
人
』
と
思
っ
て
い
る

子
供
た
ち
の
気
持
ち
を
無
残
に

切
り
捨
て
た
」、「
非
嫡
出
子

（
婚
外
子
）
は
書
類
さ
え
整
え
れ

ば
日
本
国
籍
を
取
得
で
き
る
の

に
、
嫡
出
子
の
国
籍
回
復
は
認

め
な
い
。
到
底
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
判
決
だ
」
と
悔
し
さ
を
口

に
し
た
。

ビ
サ
ヤ
地
方
東
ネ
グ
ロ
ス
州

在
住
の
大
野
昭
夫
さ
ん(

56)

は
、

原
告
と
な
っ
た
長
女(

13)

の
日
本

国
籍
を
取
り
戻
し
て
や
り
た
い

と
の
一
念
で
、
提
訴
以
来
４
回
、

同
州
か
ら
東
京
地
裁
、
高
裁
ま

で
足
を
運
ん
だ
。

大
野
さ
ん
が
特
に
問
題
視
し

た
の
は
、
２
０
０
８
年
12
月
の

国
籍
法
改
正
で
生
じ
た
、
嫡
出

子
と
非
嫡
出
子
の
「
差
別
的
扱

い
」
だ
っ
た
。

法
改
正
に
よ
り
、
未
婚
の
両

親
の
間
に
生
ま
れ
た
外
国
籍
の

非
嫡
出
子
（
20
歳
未
満
）
は
、

日
本
人
の
親
か
ら
認
知
さ
れ
れ

ば
日
本
国
籍
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
認
知
届
や
国
籍

取
得
届
の
提
出
に
「
出
生
か
ら

３
カ
月
以
内
」
と
い
う
時
間
的

制
約
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

嫡
出
子
は
「
出
生
か
ら
３
カ
月

以
内
の
出
生
届
提
出
と
日
本
国

籍
留
保
の
意
思
表
示
」
が
な
け

れ
ば
、
出
生
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

国
籍
を
失
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
「
差
別
」
の

是
正
を
求
め
た
訴
え
は
届
か
ず

敗
訴
。「（
法
的
に
嫡
出
子
と
非

嫡
出
子
を
）
同
じ
扱
い
に
し
て

ほ
し
か
っ
た
。（
法
改
正
に
伴
う
）

非
嫡
出
子
の
偽
装
認
知
が
問
題

に
な
る
中
、
国
籍
取
得
前
の
日

本
居
住
義
務
付
け
な
ど
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
訴
え
た
。

２
０
１
０
年
２
月
の
提
訴
前
、

大
野
さ
ん
ら
原
告
の
父
親
と
と

も
に
「
国
籍
法
12
条
被
害
者
の

会
」
を
立
ち
上
げ
た
石
山
博
美

同
会
会
長(

76)

＝
首
都
圏
ラ
ス
ピ

ニ
ャ
ス
市
＝
の
場
合
も
、
出
生

届
提
出
が
期
限
の
３
カ
月
を
１

週
間
す
ぎ
た
た
め
、
長
女
ヒ
ロ

コ
さ
ん(

24)

が
日
本
国
籍
を
喪

失
、
比
国
籍
だ
け
と
な
っ
た
。

国
籍
法
17
条
な
ど
に
よ
る
と
、

国
籍
を
喪
失
し
た
嫡
出
子
は
、

20
歳
に
な
る
ま
で
に
日
本
に
半

年
程
度
居
住
す
れ
ば
、
国
籍
を

再
取
得
で
き
る
が
、
提
訴
時
、

ヒ
ロ
コ
さ
ん
は
19
歳
10
カ
月
。

期
限
が
２
カ
月
後
に
迫
る
中
、

「
国
籍
回
復
を
か
け
た
提
訴
」
だ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
５
年
間
、
愛
娘
の

た
め
「
子
供
に
罪
は
な
い
。
責

め
る
な
ら
親
を
責
め
よ
」
と
訴

え
て
き
た
石
山
さ
ん
。
敗
訴
の

報
に
「
娘
と
同
じ
境
遇
に
あ
る
、

大
勢
の
嫡
出
子
を
切
り
捨
て

た
。
法
律
は
人
間
が
作
る
も

の
だ
が
、
人
情
、
心
は
な
い

の
か
と
裁
判
官
に
聞
き
た
い
。

『
自
分
は
日
本
人
』
と
思
っ
て

き
た
子
供
た
ち
は
今
回
の
判
決

で
、
日
本
と
い
う
国
に
諦
め
の

気
持
ち
を
抱
く
だ
ろ
う
」
と
胸

中
を
吐
露
し
た
。

石
山
さ
ん
に
と
っ
て
の
救
い

は
、
原
告
の
ヒ
ロ
コ
さ
ん
自
身

が
前
向
き
な
こ
と
。「
法
律
は
法

律
。（
比
国
籍
の
）
親
類
の
中
に

は
、
日
本
に
３
年
程
度
住
ん
で

日
本
国
籍
を
取
得
し
た
人
も
い

る
。
裁
判
で
は
負
け
た
が
、
日

本
国
籍
を
取
る
方
法
は
ま
だ
残

さ
れ
て
い
る
。
将
来
、
日
本
に

住
む
必
要
が
あ
れ
ば
、
日
本
国

籍
を
取
れ
ば
い
い
」
と
気
丈
に

語
っ
た
。
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一日一本健腸長寿

国
籍
法
12
条
　
出
生
に
よ
り

外
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
日

本
国
民
で
国
外
で
生
ま
れ
た

も
の
は
、
戸
籍
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
日
本
の
国
籍

を
留
保
す
る
意
思
を
表
示
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
出
生
の
時
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
失

う
。

戸
籍
法
１
０
４
条
１
項
　
国

籍
法
12
条
に
規
定
す
る
国
籍
の

留
保
の
意
思
の
表
示
は
、
出
生

の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
が
、
出
生
の
日
か
ら
３
箇
月

以
内
に
、
日
本
の
国
籍
を
留
保

す
る
旨
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
留
保
規
定
は
合
憲
」

比
嫡
出
子
の
上
告
棄
却

最
高
栽
が
初
判
断

国
籍
確
認
訴
訟

夏
季
入
り
後
に
予
想
さ
れ
る

ル
ソ
ン
地
方
の
電
力
不
足
問
題

で
、
下
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

の
ウ
マ
リ
委
員
長
は
10
日
、
ア

キ
ノ
大
統
領
へ
の
非
常
大
権
付

与
を
認
め
る
合
同
決
議
案
の

上
下
両
院
案
の
す
り
合
わ
せ

が
難
航
し
て
い
る
と
明
ら
か
に

し
た
。

ウ
マ
リ
委
員
長
に
よ
る
と
、

上
院
案
は
電
力
確
保
に
要
し
た

費
用
を
電
気
料
金
の
値
上
げ
で

消
費
者
か
ら
徴
収
す
る
内
容
。

こ
れ
に
対
し
下
院
案
で
は
、
政

府
が
補
助
金
を
支
出
し
全
額
負

担
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
大
統
領
に
大
権
を
付
与

す
る
期
間
で
も
、
下
院
案
は
15

年
３
〜
７
月
ま
で
、
上
院
案
は

２
０
１
６
年
７
月
ま
で
、
と
隔

た
り
が
あ
る
と
い
う
。

合
同
決
議
案
で
は
配
電
会
社

や
大
規
模
需
要
家
が
保
有
す
る

自
家
発
電
機
を
活
用
し
、
予
備

電
力
を
含
む
不
足
電
力
量
を
確

保
す
る
の
が
狙
い
。
上
下
両
院

は
合
同
決
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
本

会
議
で
可
決
し
、
両
院
の
可
決

案
に
つ
い
て
両
院
協
議
会
で
す

り
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

玉
ネ
ギ
価
格
は
安
定

農
務
長
官

ア
ル
カ
ラ
農
務
長
官
は
10
日
、

２
０
１
４
年
に
中
部
ル
ソ
ン
地

方
を
中
心
に
し
て
高
騰
し
て
い

た
玉
ネ
ギ
価
格
が
現
在
は
安
定

し
て
い
る
と
発
表
し
た
。

同
長
官
に
よ
る
と
、
生
産
者

増
加
に
伴
う
国
内
で
の
生
産
量

増
と
、
輸
入
玉
ネ
ギ
の
備
蓄
に

よ
る
価
格
操
作
が
取
り
締
ま
ら

れ
た
こ
と
が
価
格
安
定
に
つ
な

が
っ
た
。

一
方
で
、
同
長
官
は
玉
ネ
ギ

の
供
給
過
多
に
よ
る
価
格
暴
落

の
可
能
性
も
指
摘
。
市
場
に
供

給
し
き
れ
な
い
玉
ネ
ギ
を
粉
末

や
油
に
加
工
し
て
供
給
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
ル
ソ
ン

地
方
北
イ
ロ
コ
ス
州
ピ
ニ
リ
町

の
玉
ネ
ギ
生
産
者
団
体
が
協
力

を
申
し
出
て
、
同
町
で
の
試
験

的
実
施
を
表
明
し
て
い
る
と
い

う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
央
銀
行
の
10

日
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
４

年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
外
国
直

接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
は
前
年
比

65
・
９
％
増
の
62
億
１
０
０
万

ド
ル
で
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

中
銀
は
安
定
し
た
マ
ク
ロ
経

済
基
盤
が
投
資
家
の
強
い
信
頼

を
得
た
と
分
析
。
特
に
株
式
資

本
の
純
流
入
額
が
前
年
比
２
０

６
・
７
％
増
の
20
億
３
５
０
０

万
ド
ル
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

国
別
で
は
米
国
、
香
港
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
、
英
国
か

ら
の
投
資
が
多
く
、
分
野
別
で

は
金
融
・
保
険
、
製
造
業
、
不

動
産
、
鉱
業
・
採
石
業
、
卸

売
・
小
売
業
の
各
分
野
へ
の
投

資
が
目
立
っ
た
。

ま
た
、
再
投
資
収
益
は
同

94
・
８
％
増
の
８
億
１
９
０
０

万
ド
ル
、
負
債
性
資
本
で
も
同

26
・
１
％
増
の
33
億
４
７
０
０

万
ド
ル
と
好
調
だ
っ
た
。

２
カ
月
連
続
で

前
年
下
回
る

１
月
輸
出

フ
ィ
リ
ピ
ン
統
計
局
（
Ｐ
Ｓ

Ａ
）
の
10
日
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
１
５
年
１
月
の
輸
出
（
速

報
値
）
は
前
年
同
月
比
０
・

５
％
減
の
43
億
５
６
７
５
万
ド

ル
で
、
２
カ
月
連
続
で
前
年
実

績
を
下
回
っ
た
。

全
体
の
46
・
８
％
を
占
め
る

電
子
機
器
は
同
14
・
６
％
増
の

20
億
４
千
万
ド
ル
で
堅
調
な
伸

び
を
見
せ
た
。
一
方
、
主
要
10

品
目
の
う
ち
、
木
工
製
品
・
家

具
な
ど
５
品
目
が
下
落
し
た
。

輸
出
先
で
は
、
日
本
が
23
・

２
％
減
の
８
億
８
２
６
１
万
ド

ル
で
１
位
。
２
位
は
米
国
で

15
・
１
％
増
の
６
億
９
３
８
７

万
ド
ル
、
中
国
が
２
・
８
％
増

の
４
億
４
５
３
５
万
ド
ル
で
３

位
だ
っ
た
。

外
国
直
接
投
資
が
過
去
最
高

前
年
比
65
％
増
の
62
億

ド
ル

記者会見する原告代理人の近藤博徳弁護士（右から２人目）ら＝東京都
千代田区の司法記者クラブで、10日午後５時10分ごろ写す

戦
艦
武
蔵
と
み
ら
れ
る
船
体

を
発
見
し
た
米
資
産
家
ポ
ー

ル
・
ア
レ
ン
氏
は
10
日
、
船
体

の
新
た
な
写
真
２
枚
を
公
開
し

た
。１

枚
は
砲
塔
内
部
と
み
ら
れ
、

「
空
氣
壓
力
計
」、「
中
砲
噴
氣

用
」、「
右
砲
噴
氣
用
」
の
表
記

が
見
え
る
。

も
う
１
枚
は
制
御
弁
付
近
と

み
ら
れ
、「
右
旋
廻
」、「
左
旋
廻
」

の
刻
字
が
あ
る
。

国
籍
回
復
の
叫
び
届
か
ず

「
無
残
に
切
り
捨
て
た
」

国
籍
法
訴
訟
の
原
告
関
係
者

船
体
保
護
に
努
め
る

「
戦
艦
武
蔵
」で
地
元
知
事

両
院
す
り
合
わ
せ
が
難
航

電
力
不
足
問
題
の
合
同
決
議
案

国
会
議
員
向
け
優
先
開
発
補

助
金
（
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｆ
、
通
称
ポ
ー

ク
バ
レ
ル
）
不
正
流
用
事
件
で
、

最
高
裁
は
10
日
、
公
判
差
し
止

め
申
し
立
て
を
棄
却
し
た
最
高

裁
決
定
へ
の
再
考
を
求
め
る
ジ

ン
ゴ
イ
・
エ
ス
ト
ラ
ダ
上
院
議

員
＝
略
奪
罪
な
ど
で
未
決
拘
置

中
＝
の
申
し
立
て
を
却
下
し
た
。

同
議
員
は
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｆ
約
１
億

８
千
万
ペ
ソ
を
不
正
流
用
し
た

と
し
て
、
行
政
監
察
院
に
起
訴

さ
れ
た
が
、
昨
年
６
月
、
憲
法

の
保
障
す
る
基
本
的
権
利
や
法

の
下
の
平
等
を
侵
害
さ
れ
た
と

し
て
最
高
裁
に
公
判
差
し
止
め

な
ど
を
申
し
立
て
た
。

こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
今

年
１
月
21
日
、
同
議
員
の
申
し

立
て
を
棄
却
。
同
議
員
は
直
後

に
再
考
を
申
し
立
て
た
。

最
高
裁
の
テ
報
道
官
は
「
再

考
す
る
に
足
る
決
定
的
な
理
由

が
見
当
た
ら
な
い
」
と
再
考
申

し
立
て
却
下
の
理
由
を
説
明
し

た
。比

外
交
官
ら
を

不
起
訴
処
分

横
浜
地
検

横
浜
地
検
は
こ
の
ほ
ど
、
知

人
の
不
法
就
労
を
手
助
け
し
た

と
し
て
入
管
難
民
法
違
反
（
資

格
外
活
動
ほ
う
助
）
の
疑
い
で

書
類
送
検
さ
れ
た
、
在
日
フ
ィ

リ
ピ
ン
大
使
館
に
勤
務
し
て
い

た
男
性
外
交
官(

42)

と
職
員
２
人

の
計
３
人
を
不
起
訴
処
分
に
し

た
。
理
由
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
外
交
官
ら
３
人
は
既
に

帰
国
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
警
は
先
に
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
男
２
人

（
い
ず
れ
も
入
管
難
民
法
違
反

罪
で
有
罪
判
決
確
定
）
を
家

事
使
用
人
と
す
る
虚
偽
の
書
類

を
入
管
に
提
出
し
て
在
留
資
格

を
取
ら
せ
、
２
０
１
２
〜
14
年

に
東
京
都
内
の
造
園
会
社
で
就

労
す
る
の
を
手
助
け
し
た
疑
い

が
あ
る
と
し
て
書
類
送
検
し
て

い
た
。

（
共
同
）

新
た
に
写
真
２
枚
公
開

砲
塔
内
と
制
御
弁
付
近
か

再
考
申
し
立
て
を
却
下

補
助
金
公
判
差
し
止
め
め
ぐ
り

昨
年
10
月
に
無
職
男
性
が
購

入
し
た
賞
金
約
１
３
０
０
万
ペ

ソ
の
宝
く
じ
券
が
、
し
わ
の
ば

し
の
ア
イ
ロ
ン
か
け
で
当
選
番

号
の
判
読
が
不
能
に
な
っ
た
問

題
で
、
下
院
ゲ
ー
ム
娯
楽
委
員

会
は
10
日
ま
で
に
、
慈
善
宝
く

じ
協
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）
に
換
金

を
勧
告
す
る
調
査
報
告
書
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。
報
告
書

は
今
後
、
本
会
議
審
議
に
か
け

ら
れ
る
。

同
委
員
会
は
報
告
書
で
、
男

性
以
外
に
誰
も
当
選
を
名
乗
り

出
て
い
な
い
こ
と
や
、
男
性
が

購
入
記
録
を
保
持
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
男
性
が
正
当
な

当
選
者
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

報
告
書
は
ま
た
、
再
発
防
止
の

た
め
、
宝
く
じ
券
の
素
材
変
更

の
検
討
を
求
め
た
。

こ
の
男
性
は
ル
ソ
ン
地
方
バ

タ
ン
ガ
ス
州
カ
ラ
カ
町
で
購
入

し
た
宝
く
じ
が
当
選
し
た
が
、

１
歳
の
孫
が
当
た
り
券
を
手
で

丸
め
て
し
わ
だ
ら
け
に
し
た
た

め
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
。
し

か
し
、
券
が
感
熱
紙
だ
っ
た
た

め
、
印
刷
さ
れ
て
い
た
当
選
番

号
が
消
え
て
判
読
不
能
に
な
っ

た
。
男
性
の
申
し
立
て
に
対
し
、

同
協
会
は
こ
れ
ま
で
「
規
定
に

な
い
。
ね
つ
造
し
た
く
じ
で
換

金
を
求
め
る
犯
罪
が
続
出
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
換
金
を
拒
否

し
て
い
た
。

判読不能でも換金を勧告
宝くじで下院ゲーム娯楽委

米資産家

最高裁

きょうの天気と気温
マニラ　　　　　　　　　　  　20-32
バギオ　　　　　　　　　　  　13-25
タガイタイ　　　　　　　　  　18-29
アンヘレス　　　　　　　　  　21-32
セブ　　　　　　　　　　　  　23-30
ダバオ　　　　　　　　　　  　24-32
カガヤンデオロ　　　　　　  　21-31

日の出（マニラ）午前６時８分
日の入り　　　　午後６時６分

10日の気温　最高32.0（午後１時50分）
最低20.7（午前５時）

外国為替（10日）
＄１＝Ｐ44.270（前日比Ｐ0.060安）

＝￥121.91（同￥1.14安、東京）
１万円＝Ｐ3,630、＄100＝Ｐ4,415

（マニラ市の市中両替商調べ）
株価動向
比証券取引所株価指数＝7,828.48

（前日比8.19ポイント△）
東証Ι部平均株価＝18,665.11円

（同125.44円▼）
トップニュース（10日）
≫警官44人が死亡した国家警察特殊部
隊のテロリスト追跡作戦で、大統領が

「命令に従わなかったナペニャス前隊
長に欺かれた」と発言

（ブレティンほか）
≫「ナペニャス前隊長は、継続不可能
な状態に陥った追跡作戦を中止すべき
だった」と大統領（インクワイアラー）
≫国家警察がテロリスト追跡作戦に関
する調査期限を延期。真相隠ぺいを指
摘する声も　　　（スタンダードほか）
≫国軍の中古ヘリ21機調達は、「先に
落札業者ありき」か　　    （タイムズ）
大衆紙の話題
通夜参列の男性射殺　首都圏マラボ

ン市ムソンで７日夜、男性(57)が頭部
を拳銃で撃たれて死亡した。友人の通
夜会場を出て、車の運転席に乗り込ん
だところを襲われた。無意識のままア
クセルを踏み続けたため、車は近くの
立木に激突して止まった。助手席の息
子は飛び降りて無事だった。犯人は男
性１人という。（10日・Ｐトゥナイト）

☀ / ☁
☂

☀ / ☁
☀ / ☁
☀ / ☁
☀ / ☁
☀ / ☁
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